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国立大学法人千葉大学（学長 横手 幸太郎、以下千葉大学）と株式会社千葉銀行（頭取 米本 努、以下千葉
銀行）が LP※出資した「ちばグロースアカデミア投資事業有限責任組合（略称：ちばグロースアカデミアファ
ンド）」を通じ、『GP※「ちばぎんキャピタル株式会社」（取締役社長 松本 啓希）』はリバーフィールド株式会
社（東京都港区、代表取締役社長 只野 耕太郎）へ出資を行いました。なお、本件は本ファンドにおける初め
ての出資となります。※LP（Limited Partnership)、 GP（General Partner） 
  
本学と千葉銀行、ちばぎんキャピタル株式会社は、地域に最先端医療を届ける同社の挑戦をサポートしてま

いります。また今後も、国立大学の研究成果を活用したスタートアップ企業に対する投資を積極的に行い、本
学との産学連携を加速させ、地域や社会に新たな価値を提供することを目指します。 
 
■本ファンドについて 
 本ファンドは、2005 年に千葉大学と千葉銀行が締結した、
大学発ベンチャー支援や地域経済の活性化を目的とする包括
連携協定に基づく施策の一環として 2025年 7月 1日に設立し
ました。千葉大学をはじめとする国立大学の研究成果を活用し
て設立されるスタートアップを主な投資対象としています。 
文部科学省・日本学術振興会の「地域中核・特色ある研究大

学強化促進事業（J-PEAKS）」に採択された千葉大学にとって、
イノベーションエコシステムの構築に向けた重要な一歩であ
り、本年 4 月に設立された「株式会社千葉大学コネクト」（千
葉大学の 100％出資事業会社）および、アントレプレナー（企
業家）育成の拠点である「千葉大学アントレプレナーシップセ
ンター」の活動との相乗効果も期待されています。  
 
 
■リバーフィールド株式会社について 
 リバーフィールド株式会社は、「大学研究室で培われた技術で社会的課題の解決と新しい価値の創出を」を
理念に掲げ、遠隔操作型手術支援ロボット等の開発を手掛ける、東京工業大学および東京医科歯科大学（現、
東京科学大学）発のスタートアップ企業です。 

2023年 5月には、世界初の「力覚」を再現した手術支援ロボットが薬事承認を取得し、国内の医療機関に
対して提供を開始しています。本件出資を機会に、同社は千葉大学と秘密保持契約を締結し、産学連携やアン
トレプレナーシップ教育における取組を加速していく予定です。 

 

企 業 名 リバーフィールド株式会社 

所 在 地 東京都港区赤坂 8-1-22 NMF 青山一丁目ビル 4F 

代 表 者 代表取締役社長 只野 耕太郎 

設 立 2014年 5月 20日 

事 業 内 容 手術支援ロボット等の医療機器研究開発および販売 

Ｕ Ｒ Ｌ https://www.riverfieldinc.com/ 

ニュースリリース 

令和７年９月 30 日 
国立大学法人千葉大学 

 

「ちばグロースアカデミアファンド」 
第一号出資案件を通じて産学連携を加速！ 

配信先：文部科学記者会、科学記者会、千葉県政記者クラブ、PR TIMES 

本ファンドのイメージ図 
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■関連記事  
• 2025年 8月 18日発表 大学からのお知らせ『千葉大学、「スタートアップセミナーCHIBA 2025」を千葉
銀行と開催 ～「ちばグロースアカデミアファンド」設立記念～ 』 

• 2025 年 7 月 2 日発表 プレスリリース『千葉大学、「ちばグロースアカデミアファンド」を千葉銀行と設
立』  

• 2025年 4月 24日発表 活動報告『「株式会社千葉大学コネクト」の設立と「千葉大学アントレプレナーシ
ップセンター」の設置に関する記者発表を開催しました』  

＜本件に関するお問い合わせ＞  
千葉大学広報室 

 TEL: 043-290-2018 メール: koho-press@chiba-u.jp 
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